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はじめに
　睡眠ブラキシズムは、現代人では一晩の
睡眠中に��分から��分と報告され、人によ
っては�時間に達する場合もあるといわれ
ている。睡眠ブラキシズムは不随意運動で
ある為に、歯の磨耗、歯の動揺、知覚過敏、
楔状欠損、歯周組織の破壊、顎関節の機
能障害、咀嚼筋群の過緊張など歯科医学
的に多くの問題を惹起する要因と考えられ
ている。しかしそのブラキシズムは蓄積され
たストレスを発散出来る有益な生理現象で
ある事が証明されつつある。よってブラキシ
ズムに対して調和のとれた咬合を再構築す
ることでこれらの歯科疾患の治療及び予
防と行うことが今後の歯科診療において
重要な課題であると考える。しかしこのブ
ラキシズムに対する治療、対策の大半は

スプリント療法やブラキシズムの防止と
いった方法がとられている。歯科疾患と歯
ぎしりの強い関連性が示唆されているにも
かかわらず、明確な治療方法が確立してい
ないのは睡眠ブラキシズムそのものの性格
が十分熟知されてない為だと考えられる。
　睡眠ブラキシズムに調和した咬合を再構
築することによって、最終補綴物の破損、矯
正治療後の後戻り、インプラントの脱落など
と言った問題が大きく回避できる対策の一
つと考える。
　睡眠ブラキシズムを想定したチェアーサ
イドでの側方運動の診査と、睡眠ブラキシ
ズム運動の歯の接触部位は異なる事が多
く（図１）、実際のブラキシズム運動を診
査する事は難しい。睡眠ラボ等を利用し
た、大掛かりな方法を用いる方法もあるが

一般臨床としては向いてない。スクリーニ
ング検査として行う一般診査においては
迅速かつ安全が求められる。
　そこで睡眠ブラキシズムにおける咬合
接触パターンを簡便に評価する装置を開
発する目的で、睡眠中に違和感なく装着で
き、かつ的確にブラキシズム時の歯のグラ
インディングを視覚的に記録し評価するこ
とができる装置を開発した。

ブラキシズム評価装置（ブラックス
チェッカー）の概要と使用方法
　生体に対し安全な材料を使用して簡単
に作製でき、睡眠時に装着による影響を受
けず（図２）、患者自身が容易に使用出来る
装置を開発した。ブラックスチェッカーⓇと呼
ばれる専用シートを用いて製作するが、この
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クスチェッカーは矯正治療中でも使用する
事ができる）治療を終了した。治療後に干
渉は認められず、症状は改善した。（図１
３，１４）
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　１４，１５，２４，２５は保存不可能と診断
し、同部位にインプラントを埋入した（図１
５）。インプラント埋入後、安定期間側方
運動時の接触を避ける為に、側方運動に
おけるクリアランスをとった。しかしブラッ
クスチェッカーによるブラキシズム時の咬
合様式、及び接触部位の再確認を行った

結果、チェアーサイドでの側方運動時の接
触はみられない状態であっても、睡眠ブラ
キシズムにおいては、充分にクリアランス
をとったインプラント埋入部に接触が認め
られた。そして上顎両側の大臼歯における
側方干渉がみられ、均衡側における舌側
咬合の干渉も見られた。（図１６）。補綴物の
脱落が主訴で来院している為、インプラン
トの脱落、破損、または上部構造の破折
等を特に注意する必要があるが、ブラック
スチェッカーによる診査において、咬合状
態を確認すると臼歯部の干渉があるため、
インプラント部の補綴に注意するだけでな
く、適切なアンテリアガイダンスを付与し
臼歯部の干渉を起さない様な睡眠ブラキ

シズムに対応した咬合再構成する必要が
あり、これがインプラント補綴の長期維持
にも繋がると考える。
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主訴　口臭、歯の動揺を主訴に来院
歯周検査の評価において、全周にわたり深
い歯周ポケットが存在し、特に大臼歯部に
おいては７ｍｍを超える歯周ポケットが測
定された。歯石も多数存在し、��番歯の様
に叢生による清掃不良と歯周病原性細菌
感染による歯周病と考えられるが（図１７）、
個々の歯別に進行程度を比較すると大臼
歯が特に進行しており、根尖病巣も併発し

ている。口腔内の側方運動時においても
臼歯の接触を認められた（図１８）。ブラッ
クスチェッカー所見において、アンテリアガ
イダンスは認められず、また口腔内所見で
は解りづらい舌側咬頭部での接触状態が
明確に記録出来た（図１９）。この様な臼歯
部の側方干渉という咬合状態が特に大臼
歯部病態の進行を助長したと考える。
　歯周治療を行うに加えて適切な咬合を
与える事は歯周治療の成功率をあげる事
ができる要因の一つにもなると考える。歯
周治療、再生療法はもっとも大事な治療法
のひとつであるが、再生後に長期安定させ
る為には、咬合状態も考慮しなくてはなら
ない。歯周病菌による感染予防、良好な清
掃状態の維持に加え睡眠ブラキシズム考

慮する事は予防という点において有効で
あると考える。

終わりに
 ブラックスチェッカーを使用し、安全かつ
簡便、効果的に検査を行う事は重要であ
る。術者のみならず、患者自身がブラキシ
ズムに対して認識する事は、動機付けとし
ても大きな意味がある。なぜならば術者だ
けが問題視していても患者自身が問題
視、又は理解しなければ治療が成功する
ことは難しいからである。ブラキシズムが
関連していると考えられる歯科疾患は多
い為、従来の診査項目にこれを加え、考慮
した歯科治療は今後重要な課題になると
考えられる。

　意識調査においても歯科医師、歯科従
事者自身の睡眠ブラキシズム自覚が３０%
程度であり、認識が低いのも現状でもある。
（図２０意識調査アンケートによる）。そして
ブラックスチェッカーは暫間被覆冠（プロビ
ジョナル）の確認の為、最終補綴物の確
認、ブラキシズムの経年変化の記録として
保存など、様 な々用途も考えられている。こ
の様に、ブラキシズムを考慮することは治療
のみならず、予防へと繋がると考える。
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咬合器とブラキシズム評価装置から採得した咬合接触パターンの比較 

咬合器に付着した石膏咬合模型上
での下顎の側方運動による歯の接触
パターンとブラキシズム評価装置上
での歯の接触パターンとの比較観察
では、明らかに相違が見られた。

Without BruxChecker 筋電図（NEC-Sanei, System ���）

With BruxChecker
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簡易ブラキシズム評価装置使用による筋活動への影響
筋活動への影響を調べるために筋電図を使用し積分値から統計処理をした結果、
有意差はなく影響は認められなかった。口腔内において側 方

運動におけるクリアラ
ンスを確保していても
睡眠時において接 触
が認められる。

口腔内での側方運動時においても臼
歯部の接触が認められる。

��，��，��，��部にインプラントを埋入、安定期間側方への咬合接触を
回避する様、口腔内にて暫間被覆冠を調整した。

図��

全周にわたり深いポケットが確認され、特に大臼歯部におい
ては�ｍｍを超えるポケットも測定された。

図��

アンテリアガイダンスはなく、睡眠ブラ
キシズム時には特に大臼歯が強く接触
し、干渉をおこしている。

図�� 図��

治療中ブラックスチェッカーを併用し、睡眠時ブラキシズム時臼歯部に干渉を
おこさないように調整し、最終的に干渉が無くなった時点で治療終了とした

治療後において、
ブラックスチェッカー及び
口腔内においても
側方運動時の干渉は
認められなくなった。

ブラキシズムに対する意識調査
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シート及びこれに含まれる材料は、安全
性に対しても厳格な審査を通過しており、
国際的にも販売されていて、安全性が高
い。厚みわずか０．１mmのポリビニール
で構成されていて、表面をコートしている
色素（既存する歯科、及び医科領域にお
いて使用されている色素）と※シェラックエ
タノール溶液によって構成されている。
　製作方法は（特定技工所に発注も可能
である）、シートを作業用模型に沿って加
圧成形器（バイオスターとブラックスチェ
ッカーⓇ）にて成形する。圧接後のシート
は最終的に０．１ｍｍ以下の薄さに成形
され、咬頭、窩に至る細部にまで再現可能
になり、歯及び歯列に完全に一致する。製

作時間もわずか数分で製作する事が出来る
（図３）。睡眠ブラキシズムの側方運動を
正確に診査するにあたり、加圧成形器は吸
引型成形器に比べて窩や溝といった複雑
な歯の形態を正確に被覆、再現出来る為ブ
ラックスチェッカーの製作に適している。
使用方法は、睡眠前に上顎（基本的に上
顎に装着し下顎の顎運動を記録するが、用
途によって下顎にも装着可能。ただし上下
顎同時には使用出来ない）に装着し起床
時に外してもらい、これを二晩繰り返す。
※シェラックは無毒・無味・無臭で、医薬用、
食品用に利用され、ＦＤＡ（米国食品医療
局）は����年ＧＲＡＳ物質（安全性の確認
された物質）としてシェラックを格付けした。

ブラックスチェッカーによる診断方法
　表層の赤く覆われているコーティング材
は、ブラキシズム時の歯の接触によって剥
がれ落ちる為、模型上に使用後のブラック
スチェッカーを戻すと容易に歯の接触部
位が確認できる（図４）
　睡眠ブラキシズム時の運動パターンは
作業側で３つに分類することができ、非作
業側では�つに分類できる。
　作業側での分類では
�. 前歯、犬歯型（ＩＣタイプ）

睡眠ブラキシズム時の咬合様式は作業
側で主に犬歯でガイドしている

�.前歯、犬歯、小臼歯型（ＩＣＰタイプ）
睡眠ブラキシズム時の咬合様式は作業

側で主に犬歯、及び小臼歯でガイドして
いる

�.前歯、犬歯、小臼歯、大臼歯型
（ＩＣＰＭタイプ）: 睡眠ブラキシズム時
の作業側での接触部位は犬歯から大臼
歯にわたってガイドしている

　非作業側での分類では
�.面状接触型 （Mediotrusive Grinding）:
　非作業側の主に第一、第二大臼歯の舌
　側咬頭上に面状干渉が認められるもの
�.点状接触型 （Mediotrusive Contact）:
　非作業側の主に第一、第二大臼歯の舌
　側咬頭上に点状干渉が認められるもの
そしてこれら、作業側と非作業側との組み
合わせによって、睡眠ブラキシズム時の咬

合様式を分類できる（図５）。

ブラックスチェッカーを用いた咬
合様式の分類と各疾患との関連性
　顎関節症群においては作業側、非作業
側ともに臼歯部での接触が多い傾向がみ
られた。両群ともに付着模型上では採得
出来なかった非作業側での接触がブラッ
クスチェッカーによって観察された。すなわ
ち、咬合器上では下顎のグラインディング
によって臼歯部の接触が認められない例
でも、ブラキシズム評価装置によって睡眠
中の歯の接触パターンを調べると臼歯部
に強い接触が 認められる例が多かった
（図６）。歯周疾患においては、作業側に

お いて、小 臼 歯 ま で 接 触して いる 者
(��.�%)、大臼歯部まで接触している者
(��.�%)のほうが、犬歯まで接触している
者(�.�%)よりくさび状欠損の発現率が有
意に高い傾向にあった。ブラキシズムにお
ける咬合接触とくさび状欠損発現に因果
関係がある可能性が示唆された。（図７）

ブラックスチェッカーを用いた
治療方法の確立
　咬合治療を行うにあたり、まず生理的な
下顎位の確立を考えなければならない。
なぜならば下顎の偏位は、関連筋群の緊
張や異常な筋活動を起こすばかりでなく、
顎関節への悪影響など様々な問題を引き

起こし疼痛、機能障害、などといった問題
を引き起こす原因となる。よって生理的な
下顎位を想定した上で睡眠ブラキシズム
時の咬合接触を診査し、咬合干渉、咬頭
干渉、早期接触などといった接触を診査
する必要がある。現状を把握することによ
り、将来起こりうる疾患の予測や、罹患疾
患の診査ができ、診断の為の資料一部と
なる。そして次に適切な咬合平面の付与、
咬合支持の確立、咬頭嵌合位の獲得、適
切な咬合調節彎曲や、ガイド（誘導路）を
調節する。そして再度確認のためブラック
スチェッカーにて歯の接触状態を診査す
る必要がある。最終的に生理的な下顎位
で早期接触、咬頭干渉、咬合干渉といった

有害接触のない咬合様式で、かつ睡眠ブ
ラキシズムに調和したIC, ICP（ブラックス
チェッカーにおける睡眠ブラキシズム時、
歯接触状態による分類）を付与し咬合を
再構築する。　

ブラックスチェッカーを用いた診査、
診断および治療例

��歳男性
主訴　咀嚼筋の倦怠感、腰痛、首痛。
左右大臼歯咬合関係Ｉ級
　口腔内診査においては叢生、捻転と言っ
た歯の位置による大きな問題は見当たらな
いが（図８）、側方運動時には作業側での

接触部位は犬歯から大臼歯にわたってガイ
ドしていて、非作業側においても主に第
一、第二大臼歯の舌側咬頭上に面状干渉
が認められた（図９）。ブラックスチェッカー
の診査においても明確に多数歯にわたり
干渉が認められ、口腔内診査では解らな
かったより広範囲にわたる接触が認められ
た（図１０）。マイクロスコープにてさらに精
査をした所、初期の楔状欠損、歯の小破折
等も認められた。（図１１，１２）、この様な側
方運動時の臼歯の干渉により筋活動があ
がりこの様な状態になったと考えられる。
矯正治療により、睡眠ブラキシズムに調和
した咬合様式に変え臼歯に干渉が無いこ
とをブラックスチェッカーで確認し（ブラッ
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ブラックスチェッカーの製作手順 睡眠時ブラキシズム　歯の接触部位による分類

作業側、側方運動時には全歯に渡ってガイドしている装着前後の簡易ブラキシズム評価装置（ブラックスチェッカー）

ブラックスチェッカーは、睡眠ブラキシズム時の咬合接触部の染料が剥がれるため、
模型上では白いスポットとして明確に判定することができる。

ブラックスチェッカーⓇシートを上顎模型にバイオスターを用いて成形、圧接後歯頸部に沿って切り取り、完成させる。

睡眠ブラキシズム時に臼歯部が接触していると、歯頸部における歯の欠損が
有意に多く認められる。

顎関節症群での睡眠ブラキシズムは正常群に比較して作業側、非作業側ともに、
臼歯部での接触が多い事がわかる
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シート及びこれに含まれる材料は、安全
性に対しても厳格な審査を通過しており、
国際的にも販売されていて、安全性が高
い。厚みわずか０．１mmのポリビニール
で構成されていて、表面をコートしている
色素（既存する歯科、及び医科領域にお
いて使用されている色素）と※シェラックエ
タノール溶液によって構成されている。
　製作方法は（特定技工所に発注も可能
である）、シートを作業用模型に沿って加
圧成形器（バイオスターとブラックスチェ
ッカーⓇ）にて成形する。圧接後のシート
は最終的に０．１ｍｍ以下の薄さに成形
され、咬頭、窩に至る細部にまで再現可能
になり、歯及び歯列に完全に一致する。製

作時間もわずか数分で製作する事が出来る
（図３）。睡眠ブラキシズムの側方運動を
正確に診査するにあたり、加圧成形器は吸
引型成形器に比べて窩や溝といった複雑
な歯の形態を正確に被覆、再現出来る為ブ
ラックスチェッカーの製作に適している。
使用方法は、睡眠前に上顎（基本的に上
顎に装着し下顎の顎運動を記録するが、用
途によって下顎にも装着可能。ただし上下
顎同時には使用出来ない）に装着し起床
時に外してもらい、これを二晩繰り返す。
※シェラックは無毒・無味・無臭で、医薬用、
食品用に利用され、ＦＤＡ（米国食品医療
局）は����年ＧＲＡＳ物質（安全性の確認
された物質）としてシェラックを格付けした。

ブラックスチェッカーによる診断方法
　表層の赤く覆われているコーティング材
は、ブラキシズム時の歯の接触によって剥
がれ落ちる為、模型上に使用後のブラック
スチェッカーを戻すと容易に歯の接触部
位が確認できる（図４）
　睡眠ブラキシズム時の運動パターンは
作業側で３つに分類することができ、非作
業側では�つに分類できる。
　作業側での分類では
�. 前歯、犬歯型（ＩＣタイプ）

睡眠ブラキシズム時の咬合様式は作業
側で主に犬歯でガイドしている

�.前歯、犬歯、小臼歯型（ＩＣＰタイプ）
睡眠ブラキシズム時の咬合様式は作業

側で主に犬歯、及び小臼歯でガイドして
いる

�.前歯、犬歯、小臼歯、大臼歯型
（ＩＣＰＭタイプ）: 睡眠ブラキシズム時
の作業側での接触部位は犬歯から大臼
歯にわたってガイドしている

　非作業側での分類では
�.面状接触型 （Mediotrusive Grinding）:
　非作業側の主に第一、第二大臼歯の舌
　側咬頭上に面状干渉が認められるもの
�.点状接触型 （Mediotrusive Contact）:
　非作業側の主に第一、第二大臼歯の舌
　側咬頭上に点状干渉が認められるもの
そしてこれら、作業側と非作業側との組み
合わせによって、睡眠ブラキシズム時の咬

合様式を分類できる（図５）。

ブラックスチェッカーを用いた咬
合様式の分類と各疾患との関連性
　顎関節症群においては作業側、非作業
側ともに臼歯部での接触が多い傾向がみ
られた。両群ともに付着模型上では採得
出来なかった非作業側での接触がブラッ
クスチェッカーによって観察された。すなわ
ち、咬合器上では下顎のグラインディング
によって臼歯部の接触が認められない例
でも、ブラキシズム評価装置によって睡眠
中の歯の接触パターンを調べると臼歯部
に強い接触が 認められる例が多かった
（図６）。歯周疾患においては、作業側に

お いて、小 臼 歯 ま で 接 触して いる 者
(��.�%)、大臼歯部まで接触している者
(��.�%)のほうが、犬歯まで接触している
者(�.�%)よりくさび状欠損の発現率が有
意に高い傾向にあった。ブラキシズムにお
ける咬合接触とくさび状欠損発現に因果
関係がある可能性が示唆された。（図７）

ブラックスチェッカーを用いた
治療方法の確立
　咬合治療を行うにあたり、まず生理的な
下顎位の確立を考えなければならない。
なぜならば下顎の偏位は、関連筋群の緊
張や異常な筋活動を起こすばかりでなく、
顎関節への悪影響など様々な問題を引き

起こし疼痛、機能障害、などといった問題
を引き起こす原因となる。よって生理的な
下顎位を想定した上で睡眠ブラキシズム
時の咬合接触を診査し、咬合干渉、咬頭
干渉、早期接触などといった接触を診査
する必要がある。現状を把握することによ
り、将来起こりうる疾患の予測や、罹患疾
患の診査ができ、診断の為の資料一部と
なる。そして次に適切な咬合平面の付与、
咬合支持の確立、咬頭嵌合位の獲得、適
切な咬合調節彎曲や、ガイド（誘導路）を
調節する。そして再度確認のためブラック
スチェッカーにて歯の接触状態を診査す
る必要がある。最終的に生理的な下顎位
で早期接触、咬頭干渉、咬合干渉といった

有害接触のない咬合様式で、かつ睡眠ブ
ラキシズムに調和したIC, ICP（ブラックス
チェッカーにおける睡眠ブラキシズム時、
歯接触状態による分類）を付与し咬合を
再構築する。　

ブラックスチェッカーを用いた診査、
診断および治療例
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シート及びこれに含まれる材料は、安全
性に対しても厳格な審査を通過しており、
国際的にも販売されていて、安全性が高
い。厚みわずか０．１mmのポリビニール
で構成されていて、表面をコートしている
色素（既存する歯科、及び医科領域にお
いて使用されている色素）と※シェラックエ
タノール溶液によって構成されている。
　製作方法は（特定技工所に発注も可能
である）、シートを作業用模型に沿って加
圧成形器（バイオスターとブラックスチェ
ッカーⓇ）にて成形する。圧接後のシート
は最終的に０．１ｍｍ以下の薄さに成形
され、咬頭、窩に至る細部にまで再現可能
になり、歯及び歯列に完全に一致する。製

作時間もわずか数分で製作する事が出来る
（図３）。睡眠ブラキシズムの側方運動を
正確に診査するにあたり、加圧成形器は吸
引型成形器に比べて窩や溝といった複雑
な歯の形態を正確に被覆、再現出来る為ブ
ラックスチェッカーの製作に適している。
使用方法は、睡眠前に上顎（基本的に上
顎に装着し下顎の顎運動を記録するが、用
途によって下顎にも装着可能。ただし上下
顎同時には使用出来ない）に装着し起床
時に外してもらい、これを二晩繰り返す。
※シェラックは無毒・無味・無臭で、医薬用、
食品用に利用され、ＦＤＡ（米国食品医療
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された物質）としてシェラックを格付けした。
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　表層の赤く覆われているコーティング材
は、ブラキシズム時の歯の接触によって剥
がれ落ちる為、模型上に使用後のブラック
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作業側で３つに分類することができ、非作
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睡眠ブラキシズム時の咬合様式は作業
側で主に犬歯でガイドしている

�.前歯、犬歯、小臼歯型（ＩＣＰタイプ）
睡眠ブラキシズム時の咬合様式は作業

側で主に犬歯、及び小臼歯でガイドして
いる

�.前歯、犬歯、小臼歯、大臼歯型
（ＩＣＰＭタイプ）: 睡眠ブラキシズム時
の作業側での接触部位は犬歯から大臼
歯にわたってガイドしている
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はじめに
　睡眠ブラキシズムは、現代人では一晩の
睡眠中に��分から��分と報告され、人によ
っては�時間に達する場合もあるといわれ
ている。睡眠ブラキシズムは不随意運動で
ある為に、歯の磨耗、歯の動揺、知覚過敏、
楔状欠損、歯周組織の破壊、顎関節の機
能障害、咀嚼筋群の過緊張など歯科医学
的に多くの問題を惹起する要因と考えられ
ている。しかしそのブラキシズムは蓄積され
たストレスを発散出来る有益な生理現象で
ある事が証明されつつある。よってブラキシ
ズムに対して調和のとれた咬合を再構築す
ることでこれらの歯科疾患の治療及び予
防と行うことが今後の歯科診療において
重要な課題であると考える。しかしこのブ
ラキシズムに対する治療、対策の大半は

スプリント療法やブラキシズムの防止と
いった方法がとられている。歯科疾患と歯
ぎしりの強い関連性が示唆されているにも
かかわらず、明確な治療方法が確立してい
ないのは睡眠ブラキシズムそのものの性格
が十分熟知されてない為だと考えられる。
　睡眠ブラキシズムに調和した咬合を再構
築することによって、最終補綴物の破損、矯
正治療後の後戻り、インプラントの脱落など
と言った問題が大きく回避できる対策の一
つと考える。
　睡眠ブラキシズムを想定したチェアーサ
イドでの側方運動の診査と、睡眠ブラキシ
ズム運動の歯の接触部位は異なる事が多
く（図１）、実際のブラキシズム運動を診
査する事は難しい。睡眠ラボ等を利用し
た、大掛かりな方法を用いる方法もあるが

一般臨床としては向いてない。スクリーニ
ング検査として行う一般診査においては
迅速かつ安全が求められる。
　そこで睡眠ブラキシズムにおける咬合
接触パターンを簡便に評価する装置を開
発する目的で、睡眠中に違和感なく装着で
き、かつ的確にブラキシズム時の歯のグラ
インディングを視覚的に記録し評価するこ
とができる装置を開発した。

ブラキシズム評価装置（ブラックス
チェッカー）の概要と使用方法
　生体に対し安全な材料を使用して簡単
に作製でき、睡眠時に装着による影響を受
けず（図２）、患者自身が容易に使用出来る
装置を開発した。ブラックスチェッカーⓇと呼
ばれる専用シートを用いて製作するが、この
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クスチェッカーは矯正治療中でも使用する
事ができる）治療を終了した。治療後に干
渉は認められず、症状は改善した。（図１
３，１４）

��歳女性　
主訴��，��，��，��番歯、
補綴物の破損にて来院

　１４，１５，２４，２５は保存不可能と診断
し、同部位にインプラントを埋入した（図１
５）。インプラント埋入後、安定期間側方
運動時の接触を避ける為に、側方運動に
おけるクリアランスをとった。しかしブラッ
クスチェッカーによるブラキシズム時の咬
合様式、及び接触部位の再確認を行った

結果、チェアーサイドでの側方運動時の接
触はみられない状態であっても、睡眠ブラ
キシズムにおいては、充分にクリアランス
をとったインプラント埋入部に接触が認め
られた。そして上顎両側の大臼歯における
側方干渉がみられ、均衡側における舌側
咬合の干渉も見られた。（図１６）。補綴物の
脱落が主訴で来院している為、インプラン
トの脱落、破損、または上部構造の破折
等を特に注意する必要があるが、ブラック
スチェッカーによる診査において、咬合状
態を確認すると臼歯部の干渉があるため、
インプラント部の補綴に注意するだけでな
く、適切なアンテリアガイダンスを付与し
臼歯部の干渉を起さない様な睡眠ブラキ

シズムに対応した咬合再構成する必要が
あり、これがインプラント補綴の長期維持
にも繋がると考える。

��歳女性
主訴　口臭、歯の動揺を主訴に来院

主訴　口臭、歯の動揺を主訴に来院
歯周検査の評価において、全周にわたり深
い歯周ポケットが存在し、特に大臼歯部に
おいては７ｍｍを超える歯周ポケットが測
定された。歯石も多数存在し、��番歯の様
に叢生による清掃不良と歯周病原性細菌
感染による歯周病と考えられるが（図１７）、
個々の歯別に進行程度を比較すると大臼
歯が特に進行しており、根尖病巣も併発し

ている。口腔内の側方運動時においても
臼歯の接触を認められた（図１８）。ブラッ
クスチェッカー所見において、アンテリアガ
イダンスは認められず、また口腔内所見で
は解りづらい舌側咬頭部での接触状態が
明確に記録出来た（図１９）。この様な臼歯
部の側方干渉という咬合状態が特に大臼
歯部病態の進行を助長したと考える。
　歯周治療を行うに加えて適切な咬合を
与える事は歯周治療の成功率をあげる事
ができる要因の一つにもなると考える。歯
周治療、再生療法はもっとも大事な治療法
のひとつであるが、再生後に長期安定させ
る為には、咬合状態も考慮しなくてはなら
ない。歯周病菌による感染予防、良好な清
掃状態の維持に加え睡眠ブラキシズム考

慮する事は予防という点において有効で
あると考える。

終わりに
 ブラックスチェッカーを使用し、安全かつ
簡便、効果的に検査を行う事は重要であ
る。術者のみならず、患者自身がブラキシ
ズムに対して認識する事は、動機付けとし
ても大きな意味がある。なぜならば術者だ
けが問題視していても患者自身が問題
視、又は理解しなければ治療が成功する
ことは難しいからである。ブラキシズムが
関連していると考えられる歯科疾患は多
い為、従来の診査項目にこれを加え、考慮
した歯科治療は今後重要な課題になると
考えられる。

　意識調査においても歯科医師、歯科従
事者自身の睡眠ブラキシズム自覚が３０%
程度であり、認識が低いのも現状でもある。
（図２０意識調査アンケートによる）。そして
ブラックスチェッカーは暫間被覆冠（プロビ
ジョナル）の確認の為、最終補綴物の確
認、ブラキシズムの経年変化の記録として
保存など、様 な々用途も考えられている。こ
の様に、ブラキシズムを考慮することは治療
のみならず、予防へと繋がると考える。
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咬合器とブラキシズム評価装置から採得した咬合接触パターンの比較 

咬合器に付着した石膏咬合模型上
での下顎の側方運動による歯の接触
パターンとブラキシズム評価装置上
での歯の接触パターンとの比較観察
では、明らかに相違が見られた。
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簡易ブラキシズム評価装置使用による筋活動への影響
筋活動への影響を調べるために筋電図を使用し積分値から統計処理をした結果、
有意差はなく影響は認められなかった。口腔内において側 方

運動におけるクリアラ
ンスを確保していても
睡眠時において接 触
が認められる。

口腔内での側方運動時においても臼
歯部の接触が認められる。

��，��，��，��部にインプラントを埋入、安定期間側方への咬合接触を
回避する様、口腔内にて暫間被覆冠を調整した。

図��

全周にわたり深いポケットが確認され、特に大臼歯部におい
ては�ｍｍを超えるポケットも測定された。

図��

アンテリアガイダンスはなく、睡眠ブラ
キシズム時には特に大臼歯が強く接触
し、干渉をおこしている。

図�� 図��

治療中ブラックスチェッカーを併用し、睡眠時ブラキシズム時臼歯部に干渉を
おこさないように調整し、最終的に干渉が無くなった時点で治療終了とした

治療後において、
ブラックスチェッカー及び
口腔内においても
側方運動時の干渉は
認められなくなった。

ブラキシズムに対する意識調査
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はじめに
　睡眠ブラキシズムは、現代人では一晩の
睡眠中に��分から��分と報告され、人によ
っては�時間に達する場合もあるといわれ
ている。睡眠ブラキシズムは不随意運動で
ある為に、歯の磨耗、歯の動揺、知覚過敏、
楔状欠損、歯周組織の破壊、顎関節の機
能障害、咀嚼筋群の過緊張など歯科医学
的に多くの問題を惹起する要因と考えられ
ている。しかしそのブラキシズムは蓄積され
たストレスを発散出来る有益な生理現象で
ある事が証明されつつある。よってブラキシ
ズムに対して調和のとれた咬合を再構築す
ることでこれらの歯科疾患の治療及び予
防と行うことが今後の歯科診療において
重要な課題であると考える。しかしこのブ
ラキシズムに対する治療、対策の大半は

スプリント療法やブラキシズムの防止と
いった方法がとられている。歯科疾患と歯
ぎしりの強い関連性が示唆されているにも
かかわらず、明確な治療方法が確立してい
ないのは睡眠ブラキシズムそのものの性格
が十分熟知されてない為だと考えられる。
　睡眠ブラキシズムに調和した咬合を再構
築することによって、最終補綴物の破損、矯
正治療後の後戻り、インプラントの脱落など
と言った問題が大きく回避できる対策の一
つと考える。
　睡眠ブラキシズムを想定したチェアーサ
イドでの側方運動の診査と、睡眠ブラキシ
ズム運動の歯の接触部位は異なる事が多
く（図１）、実際のブラキシズム運動を診
査する事は難しい。睡眠ラボ等を利用し
た、大掛かりな方法を用いる方法もあるが

一般臨床としては向いてない。スクリーニ
ング検査として行う一般診査においては
迅速かつ安全が求められる。
　そこで睡眠ブラキシズムにおける咬合
接触パターンを簡便に評価する装置を開
発する目的で、睡眠中に違和感なく装着で
き、かつ的確にブラキシズム時の歯のグラ
インディングを視覚的に記録し評価するこ
とができる装置を開発した。

ブラキシズム評価装置（ブラックス
チェッカー）の概要と使用方法
　生体に対し安全な材料を使用して簡単
に作製でき、睡眠時に装着による影響を受
けず（図２）、患者自身が容易に使用出来る
装置を開発した。ブラックスチェッカーⓇと呼
ばれる専用シートを用いて製作するが、この
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クスチェッカーは矯正治療中でも使用する
事ができる）治療を終了した。治療後に干
渉は認められず、症状は改善した。（図１
３，１４）
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キシズムにおいては、充分にクリアランス
をとったインプラント埋入部に接触が認め
られた。そして上顎両側の大臼歯における
側方干渉がみられ、均衡側における舌側
咬合の干渉も見られた。（図１６）。補綴物の
脱落が主訴で来院している為、インプラン
トの脱落、破損、または上部構造の破折
等を特に注意する必要があるが、ブラック
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歯が特に進行しており、根尖病巣も併発し

ている。口腔内の側方運動時においても
臼歯の接触を認められた（図１８）。ブラッ
クスチェッカー所見において、アンテリアガ
イダンスは認められず、また口腔内所見で
は解りづらい舌側咬頭部での接触状態が
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のひとつであるが、再生後に長期安定させ
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掃状態の維持に加え睡眠ブラキシズム考

慮する事は予防という点において有効で
あると考える。

終わりに
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簡便、効果的に検査を行う事は重要であ
る。術者のみならず、患者自身がブラキシ
ズムに対して認識する事は、動機付けとし
ても大きな意味がある。なぜならば術者だ
けが問題視していても患者自身が問題
視、又は理解しなければ治療が成功する
ことは難しいからである。ブラキシズムが
関連していると考えられる歯科疾患は多
い為、従来の診査項目にこれを加え、考慮
した歯科治療は今後重要な課題になると
考えられる。

　意識調査においても歯科医師、歯科従
事者自身の睡眠ブラキシズム自覚が３０%
程度であり、認識が低いのも現状でもある。
（図２０意識調査アンケートによる）。そして
ブラックスチェッカーは暫間被覆冠（プロビ
ジョナル）の確認の為、最終補綴物の確
認、ブラキシズムの経年変化の記録として
保存など、様 な々用途も考えられている。こ
の様に、ブラキシズムを考慮することは治療
のみならず、予防へと繋がると考える。
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ブラックスチェッカー®
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咬合器とブラキシズム評価装置から採得した咬合接触パターンの比較 

咬合器に付着した石膏咬合模型上
での下顎の側方運動による歯の接触
パターンとブラキシズム評価装置上
での歯の接触パターンとの比較観察
では、明らかに相違が見られた。

Without BruxChecker 筋電図（NEC-Sanei, System ���）

With BruxChecker
Right Massetter m.

Left Massetter m.

Right Temporalis m.

Left Temporalis m.

Right Massetter m.

Left Massetter m.

Right Temporalis m.

Left Temporalis m.

簡易ブラキシズム評価装置使用による筋活動への影響
筋活動への影響を調べるために筋電図を使用し積分値から統計処理をした結果、
有意差はなく影響は認められなかった。口腔内において側 方

運動におけるクリアラ
ンスを確保していても
睡眠時において接 触
が認められる。

口腔内での側方運動時においても臼
歯部の接触が認められる。

��，��，��，��部にインプラントを埋入、安定期間側方への咬合接触を
回避する様、口腔内にて暫間被覆冠を調整した。

図��

全周にわたり深いポケットが確認され、特に大臼歯部におい
ては�ｍｍを超えるポケットも測定された。

図��

アンテリアガイダンスはなく、睡眠ブラ
キシズム時には特に大臼歯が強く接触
し、干渉をおこしている。

図�� 図��

治療中ブラックスチェッカーを併用し、睡眠時ブラキシズム時臼歯部に干渉を
おこさないように調整し、最終的に干渉が無くなった時点で治療終了とした

治療後において、
ブラックスチェッカー及び
口腔内においても
側方運動時の干渉は
認められなくなった。

ブラキシズムに対する意識調査


